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第２期下関市スポーツ推進計画

【国】第３期スポーツ基本計画
(令和4年度～令和8年度)

やまぐちスポーツ推進プラン
(令和4年度～令和8年度)

スポーツ基本法

下関市スポーツ振興のまちづくり基本条例

努力義務
参酌

努力義務

条例第６条に基づく基本的計画

法第１０条に基づく地方スポーツ推進計画

第１期下関市スポーツ推進計画（改訂版）

【基本方針】
①生涯スポーツの推進
②競技力の向上
③スポーツの場と施設の充実
④スポーツによる地域活性化

やまぐちスポーツ推進プラン2023

【基本方針】
①多様な主体の参画によるスポーツの推進
②競技力の向上
③スポーツ環境の整備
④スポーツによるまちづくり・地域活性化

【国】第３期スポーツ基本計画

【基本方針】
①スポーツを「つくる/はぐくむ」
②スポーツで「あつまり、ともに、つながる」
③スポーツに「誰もがアクセスできる」

第2期下関市スポーツ推進計画



基本方針

１ 誰もが参画できるスポーツ

２ 多様化するニーズに応えるスポーツ

３ 魅力と安心を備えるスポーツ

４ 賑わいと交流を生み出すスポーツ

性別、年齢、障害の有無等に関わらず市民誰もがスポーツに参画できる「場づくり」や
スポーツを通じた共生社会づくりを進めます。

多様化するスポーツニーズに応えるために新たなスポーツ環境を整備するとともに、競
技力向上に向けた支援を行います。

施設の魅力向上による利用促進を図るとともに、学校・民間施設等の有効活用を通じて
安心・安全にスポーツができる環境を整備します。

トップスポーツの招致やスポーツイベント等の魅力向上を図り、スポーツを通じたまち
づくりの推進により、賑わいと交流を生み出します。

２



施策目標及び具体的取組（１）

１ 誰もが参画できるスポーツ

２ 多様化するニーズに応えるスポーツ

・子どものスポーツ機会の創出

・働く世代、子育て世代のスポーツ機会の創出

・高齢者のスポーツ機会の創出

・インクルーシブスポーツの推進

・パラスポーツの理解促進

・パラスポーツの場の開拓

  ライフステージに応じたスポーツの推進

  スポーツを通じた共生社会づくりの推進

・新たな地域クラブの設立

・スポーツ指導者の育成・活用

・スポーツを通した学校と地域の連携

・大会の開催支援

・トップチームやアスリートによる技術指導

・全国大会等出場への支援

ニーズに応じた新たなスポーツ環境の構築

  競技力向上に向けた支援

施策
目標

施策
目標

施策
目標

施策
目標

具
体
的
取
組

具
体
的
取
組

具
体
的
取
組

具
体
的
取
組

それぞれのライフステージに応じて、市民の誰もが参加でき
る教室、イベント等を開催し、あらゆる世代における参加機
会を創出

誰もが支え合い、認め合える共生社会の実現に向けて、障害
の有無や年齢等にかかわらず、誰もがどこでも気軽にスポー
ツを楽しむ環境づくりを推進

競技力の向上やレクリエーション志向、またマルチにスポー
ツ種目が体験できるなど、子どもたちの多様なニーズに応え
るスポーツ環境の構築

大会の開催や全国大会等の出場に係る支援を行うほか、教室
等を通じてジュニア世代がトップレベルの選手に触れる機会
を創出

1-1

1-2

2-1

2-2

３



施策目標及び具体的取組（２）

・総合体育館を活かしたイベント等の展開

・施設の魅力向上による利用促進

・スポーツ情報の発信

３ 魅力と安心を備えるスポーツ

  魅力ある施設・設備の充実と情報の発信

  安心・安全を確保したスポーツ環境の整備

・まちなかにおけるスポーツ機会の創出

・スポーツツーリズムの推進

・地域スポーツ団体の活動支援

４ 賑わいと交流を生み出すスポーツ

スポーツイベントの魅力向上と交流の拡大

  スポーツを通じたまちづくりの推進

施策
目標

施策
目標

施策
目標

施策
目標

具
体
的
取
組

具
体
的
取
組

具
体
的
取
組

具
体
的
取
組

新たなスポーツ活動の拠点として供用開始となる下関市総合
体育館のほか、既存施設の適切な管理により、施設の利用を
促進

スポーツ施設を補完するため、学校体育施設や民間スポーツ
施設を有効活用するほか、LED照明等、環境に配慮した設備
の導入

トップスポーツの招致や下関海響マラソンの更なる魅力向上
により賑わいを創出するとともに、スポーツ合宿の積極的な
誘致により交流を促進

アウトドアスポーツ等のスポーツツーリズムのほか、まちな
かにおけるスポーツ機会の創出やスポーツを通じた地域コ
ミュニティづくりを推進

・民間活力導入によるスポーツ振興

・学校体育施設の有効活用

・環境に配慮した設備の導入

・トップスポーツの招致

・下関海響マラソンの魅力向上

・スポーツ合宿等の積極的誘致

3-1

3-2

4-1

4-2

４



目標指標

１ 誰もが参画できるスポーツ

２ 多様化するニーズに応えるスポーツ

３ 魅力と安心を備えるスポーツ

４ 賑わいと交流を生み出すスポーツ

週に１回以上、スポーツをする成人の割合 ＜アンケート＞

ニーズに応じたスポーツ環境の満足度 ＜アンケート＞

市内スポーツ施設の年間利用者数 ＜実績値＞

スポーツイベント等を通じた賑わいの満足度 ＜アンケート＞

５



アンケート調査

下関市民のスポーツに関する意識調査により、現状を把握するもの。

目的

対象者

市内在住の18歳以上の市民2,500人(住民基本台帳から無作為抽出) ※調査基準日:令和5年8月1日

小学校10校の5年生

 ■名陵･向井･王司･豊浦･川中･垢田･豊東･西市･川棚･豊北の5年生631名を対象

中学校6校の2年生

 ■彦島･山の田･安岡･長府･夢が丘･豊北の2年生619名を対象

高等学校3校の2年生

 ■下関商業･下関国際･下関北の2年生380名を対象

調査期間

令和5年8月28日（月）から９月15日（金）の間

６
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アンケート調査項目

項目 対象 目的

【性別】

あなたの性別について教えてください。
全て

【年齢】

あなたの年齢について教えてください。
成人以上

【移住地】

あなたのお住まいの地域を教えてくださ

い。

成人以上

【1 年間に行ったスポーツの頻度】

あなたはこの 1 年間にどれくらいの頻度で

運動･スポーツを行いましたか。

全て
基本方針１の目標指標を

取得するため

【1 年間に行った運動･スポーツ】

あなたがこの 1 年間に行った運動やスポー

ツを教えてください。

全て
基本方針１

施策目標１－１

【運動･スポーツをする場面】

あなたはこの 1 年間に運動･スポーツをど

のような場面で行いましたか。

全て
基本方針１

施策目標１－１

【1 日の運動･スポーツの実施時間】

あなたが 1 日に運動･スポーツを行う時間

はどのくらいですか。

成人以上
基本方針１

施策目標１－１

【運動･スポーツを行った理由】

あなたが運動･スポーツを行ったのはどの

ような理由からですか。

全て
基本方針１

施策目標１－１

【体力への認識】

あなたはご自身の体力をどのように感じて

いますか。

成人以上
基本方針１

施策目標１－１

【運動に対する意識】

あなたは普段運動不足を感じますか。
成人以上

基本方針１

施策目標１－１

【運動･スポーツをする】

あなたは運動やスポーツをすることが好き

ですか。

高校生

中学生

小学生

基本方針１

施策目標１－１

【運動･スポーツをしなかった理由】

あなたが運動･スポーツをあまりしなかっ

たのはどのような理由からですか。

全て
基本方針１

施策目標１－１

【パラスポーツの体験】

あなたはこれまでにパラスポーツ(障害者

スポーツ)を体験したことがありますか。

全て
基本方針１

施策目標１－２
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【パラスポーツの観戦】

あなたはこれまでに直接競技会場またテレ

ビ･インターネット等でパラスポーツ(障害

者スポーツ)を観戦したことがありますか。

全て
基本方針１

施策目標１－２

【意識調査】

下関市のスポーツを行う環境について、多

様化するスポーツニーズに応えていると思

いますか。

成人以上

高校生

中学生

基本方針２の目標指標を

取得するため

【やってみたいスポーツ】

あなたがやってみたいスポーツを教えてく

ださい。

全て
基本方針２

施策目標２－１

【やってみたいスポーツ】

1 つのスポーツ(種目)ををずっとやりたい

ですか。それとも、いろいろなスポーツ(種

目)をやってみたいですか。

高校生

中学生

小学生

基本方針２

施策目標２－１

【総合型地域スポーツクラブの認知度】

あなたは総合型地域スポーツクラブを知っ

ていますか。

成人以上
基本方針２

施策目標２－１

【観戦したスポーツ】

あなたがこの 1 年間に観戦したスポーツを

教えてください。

成人以上
基本方針２

施策目標２－２

【スポーツを観戦する】

あなたは会場やテレビ･インターネットな

どでスポーツを見ることが好きですか。

高校生

中学生

小学生

基本方針２

施策目標２－２

【トップスポーツの認知度】

下関市で活動(試合やスポーツ教室等を行

う)するトップスポーツチームについて知

っているチームを選んでください。

全て

基本方針２、４

施策目標２－２

４－１

【施設の充実】

スポーツをする環境として、施設は充実し

ていると思いますか。

成人以上
基本方針３

施策目標３－１

【運動･スポーツ情報の入手方法】

あなたにとって必要な運動･スポーツに関

する情報をどのような手段で入手していま

すか。

成人以上
基本方針３

施策目標３－１

【テレビ等でのスポーツ観戦】

あなたはこの 1 年間、テレビやインターネ

ット配信等でスポーツを観戦しましたか。
成人以上

基本方針３

施策目標３－１
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【運動･スポーツを行った場所】

あなたが運動･スポーツを行ったのは主に

どのような場所ですか。

全て
基本方針３

施策目標３－１、２

【競技会場等でのスポーツ観戦】

あなたはこの 1 年間競技会場等で直接スポ

ーツを観戦しましたか。

成人以上
基本方針３

施策目標３－１、２

【民間スポーツ施設の利用】

民間スポーツ施設を利用したことがありま

すか。

成人以上
基本方針３

施策目標３－２

【学校体育施設の利用】

学校体育施設を利用して、スポーツをした

ことがありますか。

成人以上
基本方針３

施策目標３－２

【意識調査】

下関海響マラソンを代表するスポーツイベ

ント等を通じたまちづくりに満足していま

すか。

成人以上
基本方針４の目標指標を

取得するため

【トップスポーツの観戦】

あなたが直接競技会場で観戦したことのあ

るトップスポーツチームを選んでくださ

い。

全て
基本方針４

施策目標４－１

【スポーツイベントの参加】

地域のスポーツイベントに参加したことは

ありますか。

成人以上
基本方針４

施策目標４－２

【ボランティア活動の状況】

あなたはこの 1 年間、スポーツの指導やス

ポーツ大会の運営等に関するボランティア

活動を行いましたか。

成人以上
基本方針４

施策目標４－２

【ボランティア活動への参加意欲】

あなたは今後、スポーツの指導やスポーツ

大会の運営等に関するボランティア活動に

参加したいと思いますか。

成人以上
基本方針４

施策目標４－２
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下関市運動部活動改革の取組について

【運動部活動の地域移行実証事業】

１．運動部活動の地域移行に関する検討会議提言

（１）現状と課題

このまま少子化が進展していけば、どの中学校等においても運動部活動は廃部や休部、

活動の縮小に追い込まれることが想定される。

生徒にとっては自分のやりたいスポーツの運動部活動がなく、あったとしても少ない

部員数であることなどにより活動が低調となり、魅力を感じられない状況が生じる。

学校単位で、教師が指導する従来の運動部活動を、今後も現状の形で維持していくこ

とは極めて困難であると言わざるを得ない。

（２）求められる対応

公立中学校等において、運動部活動の質・量の両面からの低落傾向が進み、運動部活

動の維持が困難となる前に、生徒がスポーツに親しむ機会を、地域において広く確保

できるようにしていく必要がある。

従来のように学校だけで運動部活動が中心となって生徒のスポーツ機会を担うのでは

なく、行政や地域のスポーツ団体、中学校等の関係者の理解と協力を得ながら、地域

におけるスポーツ環境を速やかに整備し、その充実を図ることが強く求められる。

（３）今後の目指す姿

学校の運動部活動では支えきれなくなっている中学生等のスポーツ環境について、今

後は学校単位から地域単位での活動に積極的に変えていくことにより、少子化の中で

も、将来にわたり我が国の子供たちがスポーツに継続して親しむことができる機会を

確保する必要がある。

このことは、学校における働き方改革を推進し、学校教育の質の向上にもつながる。

単に運動部活動を学校から切り離すということではなく、子たちの望ましい成長を保

障できるよう、地域の持続可能で多様なスポーツ環境を一体的に整備し、地域全体で

子供たちの多様なスポーツの体験機会を確保する必要がある。
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２．学校部活動及び新たな地域クラブ活動の在り方等に関する総合的なガイドライン

下関市での改革を進めるため、課題の検証を行う実証事業に取り組むこととした。

３．下関市の基本的な考え方

（１）地域クラブの目指す環境・目的

「運動したい全ての子どもたちが参加可能で、競技力の向上のみを目的としない多様

な運動機会の確保」を目的とする。

現在の中学校等で設置されている運動部活動の種目を、そのまま地域で継続させるこ

とを過度に重視しない。

（２）活動のイメージ

スポーツ教室のようなハードルを下げた活動。 ※競技力の向上は否定しない。

当面は地域クラブとしての大会参加を目的としない。

アウトドアスポーツやレクリエーション種目を含め、複数種目が体験できる活動。

※運動部活動に加入していない子どもの掘り起こしも想定。

（３）活動のポイント

当面の間、継続される学校運動部活動との競合を避けること（大会不参加など）。

生徒のニーズを把握しながら進める活動を目指すこと。

※同じ運動種目であっても、レクリエーション志向や競技志向に分けた活動。

※マルチ（複数）種目が体験できる活動。
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（４）運営主体（受け皿）の候補団体

総合型地域スポーツクラブ【菊川Ｓ.Ｃ】

公共体育施設管理者【公営施設管理公社】 性格、目的、エリアの異なる団体で

競技種目団体【市体育協会】 実証事業を４事業予定

まちづくり団体【長府地区まちづくり協議会】

（５）活動エリア

→少子化の進展が課題の背景。中学校区単位での活動が困難な地域も多いため、複数校

区による概ね500～600人規模の活動エリアを設定。※エリア外からの参加も可能

（６）活動場所

→費用負担や備品面においても学校体育施設の利用を予定。※学校運動部活動との調整

（７）活動規模等

→活動は週末１回（全10回）、３時間程度/1回。 ※実証事業のため参加費は無料

→8月下旬申込開始（２学期スタート時）、１０月下旬事業スタート

（８）実証事業の名称

→「運動部活動とは違う活動であること」、「新たな地域スポーツ活動であること」など

を表現し、生徒に興味関心をもってもらうネーミングとして、Diverse(多様な)

sports(スポーツ)の略称「D-sports」を実証事業のクラブ名として使用。

（９）中学校との連携・協力体制

２学期開始時の参加者募集について、全面的な協力（周知）。

部活動と実証事業の競合を避ける取り組みとして、週末の活動曜日の調整。

（10）課題とゴール
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